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文学研究科英文学専攻博士後期課程満期退学
木内　　修
０．はじめに
　まずは、つぎの英文を読んでもらいたい。
“You’d better1 take this case, Carey. It’s a subject you ought to know something about.”
（Somerset Maugham, Of Human Bondage）
（君がこの患者を担当したまえ、ケアリー。君が当然知っている症例の患者だ）
主人公が手術助手になって間もなく、上司からの発言である。直前の文脈では上司である医
者は無知で反抗できない助手を馬鹿にして扱うといった叙述の後での一場面である。ここに
生起している ’d better つまり助動詞的な機能をもつ had better の意味機能を拙論では論じ
ていくことにする。また、このターゲットとなる語句の意味を明確にするために、生起して
いる談話上の論理的な関係を吟味することによって、一層 had better らしさが浮き彫りに
なれば、この考察の目的は達せられたことになる。
　筆者は大学の授業だけでなく、かつては数年間高等学校の教壇で英文法や英語講読の授業
を担当した経験がある。そこで、高校の生徒や大学の学生でよく誤解している語（句）に印
象的なものとして、この had better が挙げられる。典型的な英語学習における英単語とそ
の和訳の一対一対応といった悪しき効率主義に根差すものである。高校英語の参考書である
長谷川（1987：40）では、had better は「～するほうがよい」「～すべきだ」の意味である
と記述して、それ以上意味の注意書きがない。かたや昭和の時代の中学校の検定教科書であ
る中村・若林（1978：105）では、「～したほうがよい」の訳語のほか「主語が 2 人称 you
を使うと、ふつう目上の者が目下の者に与える「命令」や「忠告」の意味合いが含まれるの
で注意」と簡潔かつ的確に説明されている。これは教科書であるので、教場にて教員が例文
などを追加して、学習者が経験を積むことによって帰納的に意味の中核を掴むというのが理
想といえよう。ただ、現実を見ると英語だけに学習者は時間を費やすことは出来ず、教授者
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はより的確な学習内容を提示することが求められよう 2。また、表面的な日本語訳が類似し
ていると類義語ではなく同義語のようにとらえる学習者も少なくない。先のモームの用例に
ある下線を引いた ought to などはその典型で、「義務」を意味する should の使い分けなど
訳語を覚えていながら、その使い分けまでは習得していないのが現状である 3。ought は高
校時に履修するものであるが should は中学校で最初学ぶものである。さきの中学校の教科
書である中村・若林（1978：143）では「～すべき、～するのが当然である」と指摘し、関
連語として must や can を挙げている。
　Quirk, et al.（1985:142）では法性的イディオムの意味（The meanings of the modal 
idioms）という項目で次のように ought to や should の意味の類似性を示し、「助言」の意
味として扱っている。
Had better has a meaning of “advisability”, similar to the obligational meaning of ought to 
and should.
　さて、冒頭の英文に生起する had better の意味はどのようなもので、どのような文脈で
使用されるのか、考察を進めていくことにする。
１．had	better	とその関連表現形態
　くだけた英語の文体では、音声上の弱化から縮約が生じ、さらに省略が生じる。音声上の
弱化は言うまでもなく、意味情報的に軽くなっているものに起こる。次の事例は、助動詞的
要素 had の省略と縮約現象である。子供のセリフとその父親のセリフの口調の違いを表現
している。
“I better go up and get Molly,” she said, suddenly wanting to get out of the kitchen. 
“She’s still asleep, too,” Ted said softly, in a tone of voice that stopped Kim short. She 
turned to look at him. Her father’s eyes locked on hers. “You’d better just get ready for 
school, Kim,” he said quietly.                                 （Saul John, The Right Hand of Evil.）
（「私が行ってモーリーを捕まえてきた方がいい」と言って、彼女は突然キッチンから出たく
なった。「彼女もまだ寝ているよ」とテッドはやさしく言ったが、キムの話を中断するよう
な口調だった。彼女は向きを変え、父親に目をやった。父親の目は彼女の眼を追いかけてい
た。「学校の準備をしたほうがいい」と父親は静かに言った。）
　Better do it fast, though.  　　　 （Kaza Kingsley, EREC REX  The Search for Truth）
（けど、すぐにしたほうがいい）
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先の事例で had better の had を助動詞的要素と表現したが、had better は主語の人称に拘
わらず動詞の原形を後続させるので、had better がひとまとまりで助動詞として機能してい
る。たとえば、否定では had better の直後に否定辞 not が生起している。ただし、疑問文、
正確には否定疑問文の場合は had と否定辞 not が一緒に節の先頭に繰り上がる。助動詞 do, 
does did を使わないところなどは助動詞として機能していることが分かる。さらに最後の
付加疑問文の特徴も助動詞の機能を裏付けることになる。
But otherwise, I think we had better not meet again. 
（Dorothy L. Sayers, Clouds of Witness）
（しかし、そうでなければ、私たちは再会しない方がいい）
“Hadn’t you better stay out a bit longer, till everyone has calmed down a bit ?” said Anne.
 （Enid Blyton, Famous Five 02）
（「もうちょっと、外にいた方がいいんじゃない、みんながもうちょっと落ち着くまで」とア
ンが言った）
If that’s so, I’d better be careful, hadn’t I?             （Dorothy L. Sayers, Clouds of Witness）
（もしそうだったら、私はもっと慎重にした方がいいですよね）
　比較級の better に対して最上級の best の形を用いる事例が存在する。これは、 had 
better の強意形である。「～するのが一番良い」が直訳であり、そのような訳出もさほど問
題ではないが、論理的に一番と主張している訳ではなく、単に主観的に主張を強めているだ
けである。次の事例の had best という強意形ゆえに、提案というより、より命令に意味が
近づき、従う（obey）という自然な反応を示している。
“You’d best go outside now,” she whispered, and Cloud obeyed. 
（Pierce, Tamora - [The Immortals 01] - Wild Magic）
（「あなたは、今は外にいるのが一番いい」と彼女が囁くとクラウドは従った。）
　次の事例は、「埠頭に行かないと船が出てしまう」という後続する文との日常的かつ論理
的な関係のつながりで、のちに本稿で言及するが、had better と同じように had best も緊
急性の意味を生じされる効果があり、そのような場面で使用されるのである。
“You’d best get to the wharf. That boat won’t wait.,” 
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（Pierce, Tamora - [The Immortals 01] - Wild Magic）
（「埠頭に向かわなくちゃだめ。あの船は待ってはくれない」）
　had better の強意形は had best だけでなく、次のような had much better も存在する。
述語動詞の insisted on と argued から見て分かるように、主張の強さを示している。had 
best と同様に had much better もより強意的な感情の表出という主観的な表現であること
に違いない。
Philip was startled at the callousness with which she insisted on getting rid of it so soon, 
but she argued with common sense that the poor child had much better be put 
somewhere before it grew used to her. 
（Somerset Maugham, Of Human Bondage）
（フィリップは彼女が赤ん坊をすぐ手放すと言い張っているので、その冷淡さに驚いていた。
しかし彼女は自分になつくようになる前に、どこかに預けるほうがずっと可哀想な子にとっ
てはいいのだという常識を主張していた）
２．主語による意味の変化
２．１　一人称
　主語が一人称の場合は、聴き手に自分の行動すべき内容を示す場合とモノローグ的な内発
機能があり、いずれにせよ行動の必要性を示している。最初の事例では急ぐ必要性を外界的
な事情であるショーの時間と関連付けての発話である。2 つ目の事例は、聴き手を巻き込ん
での we が主語になっている。Let’s の文でお酒を誘われ、お酒が飲めない理由を後続する
文で示しながら we を主語とした had better で、語用論的に勧誘文に近づいている。
Goodness, I’d better hurry. It’s almost show time.           （Nora Roberts, Private Scandals）
（あらあら、急がなくては。もうすぐでショーの時間だ）
“Let’s get you a drink.” 
“We’d better make it tea. I’m driving.”                         （Nora Roberts, Private Scandals）
（「ちょっと飲みましょうよ」「私たちはお茶の方にしようよ。私は運転があるんで」）
２．２　二人称
　他人の行動、とりわけ話者にとって聴き手となる二人称の場合、相手の行動を直接的に指
示することになるので「命令」に類似した効果を生むために、その使用において注意が必要
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であることは、「はじめに」でも言及したように辞書類のみならず学校の教科書レベルにも
指摘がなされている。ここでは実例を通して確認作業をしていこう。
　次の例文が示唆的であるのは最初の had better の主語が we であり、伝達動詞は最も一
般的な said が使用されている。ところが、二つ目の had better は主語が二人称であるために、
発話動詞が warned と表現を変えているところが注目に値する。被伝達部とそれに対応する
伝達動詞の関係が意味的に自然であろう。この件については、のちに本稿で詳細に言及する。
   “We’d better get home,” Lucy said. 
   “My mom will be waiting for you at the door,” I warned her. “You’d better have a good 
excuse ready.”                                                      （R.L. Stine, Switched（Fear Street））
（「私たちは家路についた方がよさそうね」とルーシーが言った。「母さんがドアの所で君を
待っているよ」と私は彼女に警告した。「いい言い訳を用意した方がいいよ」）
２．３　三人称
　最後は had better の主語が三人称の場合である。これには、主語に人間が生起する場合
と非人間、とりわけ無生物が生起する場合があるので、それを場合分けして考察をしていく
ことにする。
２．３．１　人間
　三人称は、話者の直接的な聴者にはならないため、他人の行動を指示しても強い意味には
ならない。
He wished Hayward had been there so that he could ask him what he thought she meant, 
and what he had better do next.                     （Somerset Maugham, Of Human Bondage）
（彼はヘイワードがそこに居てほしかった。彼女が何を考えているのか尋ねることもできる
し、次に何をした方がいいのかも尋ねられるので）
２．３．２　無生物
　主語が意思のない無生物であるので、当然その無生物に対する行動の要求ではない。準備
が遅れている新居に対して、自分が想定しているレベルと現実のレベルの差を切なる願いを
込めて感情的に発話しているのである。文末の感嘆符が何よりもの証拠であろう。
We’ve got to move in two weeks and the new house had better be ready! 
（Cornwell Patricia, Isle of Dogs）
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（二週間後、私たちは引っ越さないといけないのだから、新しい家はもっと準備万端でない
と許さないぞ）
　さらに、次の事例のように there 構文にも使用が可能である。had better に無生物主語が
生起する場合は、その記述内容と背景化され、かつ望まれていない事態を二項対立として比
較し、記述内容をまるごと捉え、その話者の理想的な事態の発生を願っているのである。
“Remember,” she said, “there had better be no lies.” 
At this point, Dax was too weary to tell another lie, so she merely shrugged. 
（John Vornholt, ANTIMATTER（Star Trek Deep Space Nine 8））
（「覚えていなさい」と彼女は言った。「まったく嘘なんてないほうがいいのよ。」この時点で
ダッグスはあまりに疲れていたので嘘がつけなく、ただ両肩をすくめただけだった）
３．had	better の意味の確定
　ここまで had better の生起する文レベルの考察をしてきた。ここからは had better の生
起する文章、つまり談話レベルから考察を深めていきたい。
３．１　伝達動詞を手掛かりに
　小説から had better の例文を蒐集していると、直接話法の被伝達部に対する伝達動詞が、
単純な意味内容を表現する said だけでなく、発話の雰囲気を充分に表現した述語動詞が出
現して had better の意味の本質を、より明確にしてくれるときがあることに気づかされる。
ここでは、命令する（order）、力説する（urge）、警告する（caution）、提案する（advise）
が伝達動詞として生起する例を提示しよう。
“You’d better hold on,” he ordered, interrupting her baffled laugh.
（Nora Roberts, Circle Trilogy 03 – Valley Of Silence）
（「君は待った方がいいな」と命令し、彼女の困惑した笑いを遮った）
“I meant to go north,” Dad muttered. “The desert is south. We must have gone south.” 
“You’d better turn around,” Mom urged.
（R L Stine, Goosebumps - One Day at HorrorLand）
（「北に進むつもりだった」と父さんが呟き、「砂漠が南にある。我々は南に進んで来たに違
いない」「方向を変えなくちゃ駄目でしょ」と母さんが強くいった）
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“You had better be careful, Titus,” I cautioned.                  （Roberts John, The Sacrilege）
（「気をつけなくてはならないぞ、タイタス」と私は忠告した）
“Well, whatever we’re going to do, we’d better do it quickly, Sisko,” Odo advised. 
（Peter David, The Star Trek: Deep Space Nine: The Siege）
（「我々が何をやろうとしても、急いでそれをしよう、シスコ」とオドーが提案した）
２．２での事例の再録ではあるが、二人称に対する had better の意味が直接聴き手に動作の
指示をしているということから語用論的にここでは命令の意味が強化されていることが分か
る。
   “We’d better get home,” Lucy said. 
   “My mom will be waiting for you at the door,” I warned her. “You’d better have a good 
excuse ready.”                                                      （R.L. Stine, Switched（Fear Street））
（「私たちは家路についた方がよさそうね」とルーシーが言った。「母さんがドアの所で君を
待っているよ」と私は彼女に警告した。「いい言い訳を用意した方がいいよ」）
　伝達動詞に警告を意味する語を使っていることから、ここでの had better の否定形は否
定命令文と同じ効果があることが裏打ちされる。
“You’d better not try anything,” I warned him.    （Roberts John, The Catiline Conspiracy）
（「君は何をやってもならない」と私は彼に警告した）
　次の事例も伝達動詞は warned であるが、had better の主語が無生物であることに注目さ
れたい。その事態が発生する場合を願う体で皮肉を語っているのである。
“They say that slaves always come to look like their masters, sir. That must be what it is.” 
“That had better be the case,” I warned him.                     （Roberts John, The Sacrilege）
（「彼らが言うには奴隷はいつも彼らの主人のように見えるようになるのだ。そのことは実際
そうであるに違いない」「それが本当ならいいのにな」と私は彼に警告した）
３．２　緊急性を意味する副詞類などを手掛かりに
　主語の人称に関わらず、had better が生起する文にはよく緊急性を意味する語句が明示さ
れていたり、文脈から緊急性の暗示が読み取れたりする場合が多い。ここでは、その緊急性
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の意味が読み取ることが出来る事例を観察し、had better と緊急性との関係について考察を
加えたい。
３．２．１　事例紹介
　まずは、２．１での例文の再録から考えていくことにする。これは後続する文の中にある
事態の達成までに極めて近いことを意味する almost という語から、時間的に隣接関係を示
すことになっている。
Goodness, I’d better hurry. It’s almost show time.           （Nora Roberts, Private Scandals）
（あらあら、急がなくては。もうすぐでショーの時間だ）
次の事例では Right now という緊急性を意味する語を使用している。
“With any luck Vernon won’t hear about it for a day or two. Right now we’d better 
concentrate on finding his father.” 　                          （Roberts Nora, Carnal Innocence）
（「運が良ければ一両日中は、バーノンにはその件は届かないだろう。今すぐ、私たちは彼の
父親を発見することに集中した方がいい」）
　問題が発生したら、放置せず解決しようとする流れが自然である。そこへ意味の明示をす
るため、immediately という副詞を付加し、緊急性を強化した事例である。
   “We’ve got a problem,” said Joe. “You’d better come over to the Commons immediately.” 
（Jeffrey Archer, Sons of Fortune）
（「私たちには問題があるんだ」とジョーが言った。「君は直ちに下院議員の所まで行った方
がいい」）
単なる副詞の quickly や soon ではなく、限界値まで要求する as…as possible や as…as S 
can がよく観察されるところからも、had better の使用される環境を特徴づけている。
Once Tom had checked it he said, “We’d better get back to City Hall as quickly as 
possible.”　                                                              （Jeffrey Archer, Sons of Fortune）
（トムは一度それを調べてから言った「出来るだけ早く市庁舎に戻った方がいい」）
He thought, I had better get under the water as soon as I can.
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（Philip K. Dick, Galactic Pot Healer）
（彼は思った、私は出来るだけ早く水に潜った方がいい）
　さらに quickly という副詞だけでなく、譲歩を表わす副詞節が実行することの優先順位が
高いことを示し、緊急性の高さを物語っている。
“Well, whatever we’re going to do, we’d better do it quickly, Sisko,” Odo advised. 
（Peter David, The Star Trek: Deep Space Nine: The Siege）
（「我々が何をやろうとしても、急いでそれをしよう、シスコ」とオドーが提案した）
　right away という緊急性を意味する語句のほかに医者の言う一言一言が情報価値が高い
ということが exactly という副詞から読み解け、そこから事態の重要性が分かる。そのよう
な状況で、そんな呑気な行動を促すはずはない。
“You’d better get to a doctor right away. And tell me exactly what he says.”
（Sidney Sheldon, Nothing Lasts Forever）
（「医者の所へただちに行った方がいい。そして一体医者が何を言うのか伝えなさい」）
　ここでも単なる副詞の soon に対して、その緊急性をさらに強める表現である as…as 
possible を加えることで、他に選択肢がないのだという情報を提示したあとなので、結果的
に強制の意味が強化されている。
    “If the necessity arose I would have no option.” “Then you’d better get one as soon as 
possible.”                                                        （P.G. Wodehouse, Much obliged, Jeeves）
（「必要性が出てきても、私には選ぶ余地がない」「それであなたは出来るだけ早くそれを入
手すべきなんです」）
　ここまでは明示的に語句によってその緊急性を表現していたものであるが、以下の事例は
一般常識や語用論的判断でその伝えるべき真意が浮かび上がるものである。
　次の事例は集団の頭であるキャプテンが居なくなるといった緊急事態であり、キャプテン
の存在が集団を動かすための必要条件であるため、その穴埋めは急務を要するものであるこ
とが常識から読み解けるものである。
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“I think you had better get someone over here. Your captain is missing.”
（Dean Wesley Smith, Star Trek  Strange New Worlds  Book I）
（「誰かをこっちに遣してもらわなくてはいけないぞ。君たちのキャプテンがいなくなってい
るのだから」）
場面としてはトラブル回避のための指示である。「～する前」という意味内容からいわば緊
急性に準じる意味を醸し出している。
   “Ben, you’d better get rid of her before the hospital gets in real trouble, before she kills 
a patient or two.”　　　                                   （Sidney Sheldon, Nothing Lasts Forever）
（「ベン、あなたは彼女を処分すべきよ。彼女が患者を一人、二人と殺して、病院が本当の困
難に陥る前にね」）
３．２．２　考察
　現実世界での発話で、それとそれ以外という２つの選択肢を聴者に突きつける発話では、
そのメッセージの性格から言って悠長な内容でないことは、副詞類などが生起していなくと
も、ごく自然に読み解けるであろう。また、ここで類義語との差で had better の特徴を確
認すると should は下記の２つの事例のように特定的な状況でも、一般論的な状況でも使う
ことが出来るが、had better は必ず、話者にとっての特定的な状況下でしか使うことが出来
ないことが挙げられよう。つまり、had better は常に現実志向で、「いま・ここ」から見た
話者の願望である。このことが、発話をより主観的に、より緊迫感を呼び起こす要因ともなっ
ている。
“Don’t you think you should do it now?”            （Sidney Sheldon, The Stars Shine Down）
（「いまそれをすべきだと思わないんですか」）
But though I think everybody should learn bridge, I do not think everybody should play 
it.　                                          （W. Somerset Maugham, “How I Like to Play Bridge”）
（しかし、すべての人がブリッジを出来るようになるべきだと思いますが、みんながそれを
すべきだとは思っていません）
３．３　語用論的要因
　had better の生起する文脈が主観的であるとか、緊急性を要する場面が多いであるとかを
例文を通して確認してきたが、ここでは命令に近い意味合いがどのように作り出されるのか
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を確認しておきたい。
　ことばには、必ず音声が伴うものである。するとどのように発話されるかという情報も話
者の真意を正確にくみ取るための知識としては重要なものである。次の指摘は小西（1970:79）
のものである。
You’d better it. ↑（脅迫）
You’d better it. ↓（単なる忠告）
　とにかく、言語事実として上昇音調の方が下降音調よりも相手に対する強制力が強くなる。
それでは、それは何故か。下降音調はメッセージの完結を含意する。つまり言語表現の字義
通りの内容を伝え、それ以上でもそれ以下でもないのが基本である。ところが、上昇音調は
メッセージの未完結を意味する。それは丁度、一般疑問文（yes-no 疑問文）が、yes とか
no という答えを要求していて、その答えまでがひとつのセットとなっている。ところが一
見同じような一般疑問文であっても「他人の言葉」として伝達された場合は下降調となる現
象と反対の関係になっている。
Mum says, Wound you all like a cup of ↘ coffee?                                （渡辺（1987:130））
　すると考えるべきことは、had better の生起する文において上昇調に発話された場合、
それは一体何が含意されているのかということである。言語形式としては平叙文でありなが
ら文を完結せずに、それに後続するメッセージを相手に読み解かせることによって、圧力を
感じさせる効果が生じている。さらに、例文を蒐集してすぐに気づくことは、なぜ had 
better なのかという主張の根拠などが明示されている事例に容易に出くわす。
　had better の生起している節だけで考えると、まだ場合によっては「提案」レベルの問題
と考えられるが、等位接続詞 or が後続することで、指示に従わない場合の内容を提示する
ことによって、聴き手に圧力が加わり、結果的にかなり強い主張となっている。この原理は
命令文の後に or が続く構文と同じ効果を発している。そのために or の左辺の節が、より命
令文として機能していると感じるのである。
But you’d better visit soon, or he’ll be off on a voyage of his own. 
（Michael Jan Friedman, Star Trek Next Generation Stargazer :2  Progenitor）
（でもあなたはすぐに訪れた方がいい、さもないと彼は船旅に出てしまうから）
Marek was not sure what to do. In the back of his mind, a voice said, Kill this bastard or 
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you will regret it later.                                                    （Michael Crichton, Timeline）
（マレックは何をすべきなのかの自信がなかった。心の奥底で、こんな声が聞こえた。この
私生児を殺してしまえ、さもないと後で後悔するぞ）
「今回勝たなくては次がない」と選択肢がない状況を示し、主語が一人称でも実行するしか
ないといった意味の強化は機能している。
“I’d better win this,” she replied, “or there won’t be any next time.”
（John Peel, Star Trek Deep Space Nine:15  Objective Bajor）
（「これには勝たなくっちゃ」と彼女は返答した。「さもなくちゃ次はないから」）
　次の事例は、自分ではどうしょうもない。したがって他者に頼るしかなく、それも警察に
頼む以外、他の選択肢が見当たらない緊迫感と行為の必然性が感じるものである。
He wouldn’t be able to help her. He’d better run for the cops.
（Parker Robert, Wilderness）
（彼には彼女を助けることが出来なそうだった。警察を呼びに走らなくちゃならない） 
　さて、次の事例を見ていこう。急ぐ理由つまり必然性が約束の時間であり、時間そのもの
は伸び縮みしないので融通が利かないものである。この融通が利かない故に当人の好みとは
関係なく実行せざるを得なくなるので、その結果実行指示の強化に繋がっている。一般常識
であり語用論的レベルの効果である。
Clara looked at her watch and decided she had better hurry. She had promised to pick 
Frank up at his motel at seven-thirty.　                       （Sidney Sheldon, Rage of Angels）
（クレアは腕時計に目をやり、もっと急いだ方がいいと心に決めた。７時 30 分に彼のモーテ
ルでフランクを拾う約束をしていたのだった）
　つぎは、先行文脈の自分の発言を一度 otherwise で一度否定し、 “had better not”を経由
して、最終的に最初の発話内容を強く主張するような効果が出ている。つまり、ここでは聞
き手となる人のスピーチが上手いということである。
You speak so well about that sort of thing. But otherwise, I think we had better not meet 
again.                                                               　（Sayers Dorothy, Clouds of Witness）
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（あなたはあんなようなことについて話すのは上手ですよね。でも、もし上手くなかったら、
私たちはまた会いに行ったりすべきじゃないと思う）
　つぎの事例は unless で否定条件を提示し、最終的に聴き手にその条件に対する反対の事
象を選ばせるという工程で、命令に近い意味合いが生じている。
With the worry of industrial espionage, we have to be very careful. So I think that you’d 
better leave unless you’d like me to call the police.                      （Robin Cook, Outbreak）
（産業スパイの心配をしつつ、私たちはとても慎重に分子生物学の研究をしなくてはならな
い。だから私に警察を呼んでもらいたくないなら、あなたはここを去るべきでしょう）
　つぎは had better に対して類義語 might as well で返答している事例である。元来、
might as well は might as well（as not）というもので、同等比較の主節がその主節を否定
された内容の従属節に僅差で上回るという構造である。よって had better の主張に比べて
弱いものである。
She was standing in the middle of the living-room and Noah had thought he would kiss 
her, until he saw the expression on her face. 
    “I think I’d better go home,” he said. 
    “You might as well eat,” she said.                             （Shaw Irwin, The Young Lions）
（彼女はリビングの真ん中に立っていた。彼女の表情を見るまではノアが彼女にキスしよう
と思っていた。「私は家に帰った方がいいな」と彼が言った。「食べてもいいんじゃない」と
彼女は言った）
４．統語的環境による意味の変化
　ことばは一語だけで存在することはまれで、常に他の語との共存関係で存在する。つまり
文脈の中で相互作用しながら様々な可能性の意味がひとつに収斂していく。本節ではいかな
る文脈が had better の意味を決定していくかを考察していく。具体的には had better の生
起する節と modality との関わりを通して、二人称主語における had better の非命令的発話
について考察を加えていくことにする。
　二人称の主語の際に had better の使用が、時として命令口調となるので注意を要するこ
とは本稿でもすでに論じられているところである。その強い主張を緩和させるための様々な
仕掛けが存在している。依頼文で蓋然性の低い法副詞を共起させると、相手に対しての圧力
が弱まることはよく知られている。ここでも同じ原理が働いていて、自分の欲求を如何に間
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接的に伝えるかが実際問題で起きている事柄である。
Could you possibly come up?　　                （F. Scott Fitzgerald, The Pat Hobby Stories）
（いらして頂きますか）
　二人称の主語であり、さらには伝達動詞が cautioned という警告を意味する動詞でかなり
の強めではあるが、現実世界で物言いがストーレート過ぎる場合、何らかの手段で主張を緩
和するのが普通である。maybe や主節から法副詞と意味的な格下げを受けている挿入句と
しての I think も主節の主張を緩和させる機能がある。
　“Maybe you’d better wait until tomorrow,” Hermes cautioned. 
（Roberts John, The Statuette Of Rhodes）
　（「明日まで待った方がいいな」とヘルメスは注意した）
　挿入節 I suppose を使うことで一人称の場合でも、同様に主張が緩和される。
But I’d better not say even that, I suppose.　　　　    （Dorothy L. Sayers, Gaudy Night）
（でも、そんなことさえ言わない方がいいのかな）
　さらに間接的な指示を意味する、いわゆる緩和表現は、複数の表現形式を組み合わせて使
用することある。
“I think maybe you’d better go see the nurse, Mark,” Carl Brent said.
（Saul John, Creature）
（「マーク、たぶん看護師に診てもらった方がいいよ」とカール・ブレントは言った）
　ここまでが、明示的な語句レベルの間接的で丁寧な表現であったが、次の問題は形態上、
従来の命令を意味する場合と同じであるが、発話の価値から言うと、聴き手に利益をもたら
すために効果としては、相手に対して失礼な「命令」とは異なるものである。
　“I think you’re wonderful, but I think you’d better tell me how much you paid for it, so 
I can pay you.”  　　　　　　　　　                   　　　　　　　　（Saul John, Nathaniel）
（「あなたは素晴らしいと思う。でもあなたがそれに幾ら払ったか私に言ってもらいたい。そ
うすれば、私が払うから」）
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　一人称の行為であっても、非断定口調である緩和表現の組み合わせの事例はよくみられる。
   “If this is really what’s happening, Peter, I think maybe I had better hold off a day and 
let events take their course.”　　　  　　                  　　（Michael Crichton, Rising Sun）
（「これが現実に起こっていることなら、ピーター、たぶん一日休みを取って事の成り行きに
任せた方がいいな」）
　つぎの事例では法副詞は生起していないが、行為の指示に従った場合、相手の利益になる
指示だから強制的な指示というより、「提案」の機能と考えてよいであろう。
“You’d better get what sleep you can. It’s only a few hours until morning.” 
（Rollins James, Subterranean）
（「寝れるだけ、寝た方がいい。朝まで数時間しかないから」）
　法副詞であるperhapsの緩和表現と後続する文が命令文の事例である。命令文の形式だが、
相手に有益な内容なのでアドバイス的表現であるために、気軽に返答が No と出ている。よっ
て強制力も無いし、圧力もない表現であることがこの事例から判断できる。
“Perhaps you’d better stop here,” he said. “Sit down in the sun for an hour or two. I’ll go 
on ahead with the Professor.” 
She shook her head. She forced a smile.　　　　            　（Smith Guy, The Slime Beast）
（「ここに留まった方がいい」と彼は言った。「1，2 時間太陽の下で座っていなさい。私は教
授と一緒に先に行くつもりだから」「いや」と彼女は無理に微笑んだ）
　これまた聴き手の返答が No という拒絶反応であるのだが、これは「No といえる環境」
を確保していると考えられるである。つまり聴者に配慮した表現である。先ほどはイントネー
ションの問題に言及したが、上昇とか下降だとかという他に、どのようなトーンで発話する
かも、実際のコミュニケーションでは重要な要因である。ここでは gently（やさしく）と
緩和表現である I think が組み合わさり、その後に命令法が連鎖している事例である。
“Margaret, Baby,” he said gently, “I think you had better get away from Europe. Go home. 
Go back to America.” “No,” she said, letting it come out, without thinking about it. “I want 
to stay here. I want to marry you and stay here.”
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（Shaw Irwin, The Young Lions）
（「ねえ、マーガレット」と彼はやさしく言った。「ヨーロッパから離れた方がいい。家に帰
るんだ。アメリカに戻るんだ。」「いいえ」と彼女はそれについて考えもせず、成行きに任せ
て言った。「ここに居たいの。あなたと結婚してここに居たいの」）
　後続する文に need を使って、その必要性を明示し強引な命令ではない賢明な説得行為と
なっている。これもある意味、情に訴える依頼表現である。
“And you’d better bring your best pilots- we’ll need them for what I have planned.”
（Glenn Greenberg, Star Trek: The Art of the Deal）
（「あなたの素晴らしい操縦士たちを連れてきて、私が計画していたことのために彼らが必要
なんです」）
　had better の行動内容が「日本が闘いを仕掛けてきたというニュース」に耳を傾けろと
いうものであり、聴き手が軍人であるために情報価値が高い。よってこれは「非命令的内容」
である。
When the woman had come out of the clubhouse, saying, “You’d better come in and listen 
to the radio. There’s an awful lot of static, but I think I heard that the Japanese have 
attacked us,” the two soldiers had looked at each other and had put their rackets away 
and had gone in and packed their bags and had started right back for March Field.
（Shaw Irwin, The Young Lions）
（例の女性がクラブハウスから出てくるなり言った。「ラジオを聴きに行った方がいいわ。面
倒なことがたくさん起きている。日本が我々に攻撃してきたらしいわ」二人の兵士は互いに
顔を見合わせ、自分のラケットをしまい、鞄をまとめマーチフィールドへまっすぐ戻った） 
　次の事例は had better に従わないと自分の女をもっていかれるという不利益が生じるた
めに、発話内容はアドバイスであり「忠告」であり、命令とは異なる機能である。
“You’d better get back there,” Pavone said, “before the General goes off with your girl.”
（Shaw Irwin, The Young Lions）
（「あっちへ戻った方がいい」パヴォーネが言った。「大将があなたの女を連れ去る前に」）
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５．おわりに
　had better は一般論ではなく現実に根差したものを前提にした発話であり、それ故に聴
者に対して事態の実現を急かすような緊急性がその性質からして発生しやすい。また、
better という比較級が背景化された than 以下の比較対象との選択の二項対立を眼前に差し
出され、語用論的に命令に準ずるような意味の強さを産み出している。さらに過剰に強くなっ
た命令のような行為を緩和するために、実現の蓋然性を下げる機能をもつ語句を付加し、聴
者への圧力を軽減して、丁寧な物言いとなるよう工夫がなされているのである。
　最後に、本稿の冒頭で提示した事例を再録し、解説を加えることにする。
“You’d better take this case, Carey. It’s a subject you ought to know something about.”
（Somerset Maugham, Of Human Bondage）
（君がこの患者を担当したまえ、ケアリー。君が当然知っている症例の患者だ）
　You’d better take this case は論理的にこの患者を担当するか、担当しないかの二項対立
を暗黙の上で提示され、話者の判断ならば、担当するのがよりよいのだと、聴者の意思とは
全く関係なく発話されている。このような一方的な発話が命令に準じる効果を発している。
一方、後続する文脈の you ought to know something about は二項対立のような選択肢は提
示されておらず、ただ聴者のとりまく状況を常識を含め考えてみると、「当然知っているだ
ろう」と話者は推量でき、had better によって指示された行為との関連で「当たり前である」
とコメントしているのである。よって、had better と比べては、ought to の話者の聴者に
対する圧力は強くないことが分かるのである。
注
1 本論文中での引用文の下線部は、特に断りがない場合は、論者が強調のために付けたもので
ある。
2 荒木（1997）は、教授者にとっても限りある時間を有効に使ってもらうために編纂された参
考書で、研究社出版から出ている参考書・問題集・教科書の 14 冊の用例を借用して作り、足
りない部分は執筆者が作例したものを載せている。しかし、本稿で指摘している had better
に関する問題となる諸事実は、残念ながら、一般学習者に誤解を生じさせる記述のままである。
3 英文法の基礎が学べると評判の『総合英語 Forest』では、「should とほぼ同じ意味」とだけ記
述されている。これは、当該の参考書を選ぶ利用者の英語の習熟度が、ought という単語はそ
の参考書で初めて知るレベルであるので、あえて方便として同じ意味であると導入していて
も罪はない。日本語を読む力があれば、「同じ」とは記述されていなく、「ほぼ同じ」である
ので、違いがあるのだなと心のどこかに問題意識が根づけは参考書のお役御免と言ったとこ
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ろであろう。
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Remarks on had better
KIUCHI, Osamu
The main purpose of this paper is to clarify the nature of the meaning of had better in the 
semi-auxiliary category from the perspective of a descriptive study. This study is divided 
into two stages. At the first stage, we expatiate on this issue making good use of the 
meanings of reporting verbs at a single sentence level. At the second phase of this 
research, we carefully investigate several features of had better at the discourse level. 
This paper taken as a whole deals with the interpretation of the second person subject 
sentences with had better in various conditions. 
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